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自
然
系
資
源
の
観

光
振
興
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

自
然
系
の
観
光
資

源
は
、
岩
手
山
、
鞍
掛
山
、

春
子
谷
地
湿
原
な
ど
で
、

こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
プ
場

の
炊
事
場
、
さ
わ
や
か
ト

イ
レ
、
た
き
ざ
わ
自
然
情

報
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ
ン

タ
ー
裏
側
の
遊
歩
道
、
相

の
沢
牧
野
側
の
遊
歩
道
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
鞍
掛
山
登
山
道

の
整
備
、
馬
返
し
、
春
子

谷
地
、
相
の
沢
一
帯
を
周

遊
す
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

な
ど
の
整
備
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

23
年
度
は
、
馬
返
し
の

村
有
地
の
間
伐
と
駐
車
場

整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

人
文
系
資
源
の
馬
活
用
は

　

馬
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

村
有
馬「
校
伯
」
を

始
め
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ

を
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
派
遣

し
た
り
、
馬
に
乗
り
相
の

沢
の
遊
歩
道
を
散
策
す
る

「
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
農

作
業
風
景
を
再

現
し
た「
農
耕
」

「
代
掻
き
」の
実

演
を
地
域
と
行

政
が
協
働
で
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、

馬
っ
こ
パ
ー
ク

い
わ
て
と
も
連

携
し
て
、
チ
ャ

グ
チ
ャ
グ
馬
コ

の
み
な
ら
ず
観

光
や
情
操
教
育

な
ど
各
方
面
で

の
活
用
に
取
り

組
み「
チ
ャ
グ

チ
ャ
グ
馬
コ
の

里
滝
沢
村
」
の

形
成
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
自
立
支
援
は

　
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

と「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」の
一

体
化
の
趣
旨
を
伺
い
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

を「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」の

運
営
の
中
に
位
置
づ
け
、

自
治
会
の
役
員
の
方
々
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
民
生
児
童

委
員
、
保
健
推
進
委
員
の

方
々
な
ど
が
関
わ
り
、
持

続
可
能
な
事
業
に
し
て
い

く
た
め
、
24
年
度
を
目
処

に
一
体
化
の
予
定
で
す
。

移
動
手
段
の
確
保
は

　

地
域
交
通
懇
談
会
開

催
の
趣
旨
を
伺
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
々
の

生
活
移
動
の
現
状
や
課
題

に
触
れ
な
が
ら
、
公
共
交

通
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
、
今
後
の
交
通
シ

ス
テ
ム
の
検
討
に
反
映
さ

せ
る
目
的
で
開
催
し
、
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
に
よ
り
、
自
治
会
毎
に

ま
ず
バ
ス
運
行
の
少
な
い

地
区
か
ら
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

移
動
し
や
す
い
交

通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

本
村
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
協
議
、
検
討

す
る
場
と
し
て
、
今
年
２

月
に
設
置
し
た「
滝
沢
村

地
域
公
共
交
通
会
議
」
を

通
じ
て
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
、
交
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
毎
の
課

題
に
対
し
て
は
、
地
域
懇

談
会
を
通
じ
て
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
東
西

を
結
ぶ
交
通
路
線
や
幹
線

の
交
通
網
は
、
滝
沢
交
流

拠
点
複
合
施
設
の
整
備
に

合
わ
せ
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

自
治
組
織
の
支
援
策
は

　

自
治
会
組
織
活
性

化
に
向
け
た
支
援
並
び

に
滝
沢
地
域
デ
ザ
イ
ン
推

進
事
業
に
お
け
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
育

成
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　

自
治
組
織
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会

の
活
動
に
対
し
て
、
活
動

交
付
金
の
支
援
や
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
の
共
通
課
題

と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
を
初

め
、
役
員
の
な
り
手
不
足

や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
固

定
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
向
け
て
、
23

年
度
に
新
規
事
業
と
し
て

活
動
支
援
養
成
講
座
を
３

回
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
デ
ザ
イ
ン

交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

継
続
開
催
や
研
究
会
の
充

実
な
ど
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
支
援
策
と

し
て
、
複
合
施
設
の
整
備

に
合
わ
せ
、
行
政
と
地
域

を
結
ぶ「
ま
ち
づ
く
り
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
を
検
討
し
ま
す
。
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観
光
振
興
の
内
容
は

岩
手
山
麓
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
整
備
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しののめ会

　

期
日
を
示
し
、
単

独
市
制
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
住
民
の
声
や
「
研
究

会
」
の
報
告
も
示
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
、
市
制
を

急
ぐ
理
由
は
な
に
か
。

　

住
民
の
幸
福
を
第

一
に
考
え
、
未
来
に
夢
と

希
望
が
持
て
る
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
市
制
移
行
の

時
期
を
逸
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
取
組
み
ま
す
。

　

村
よ
り
市
が
多
く

の
権
限
、
財
源
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

住
民
に
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
か
。

　

市
は
福
祉
事
務
所

と
社
会
福
祉
主
事
を
置
く

こ
と
に
な
り
、
生
活
保
護

の
決
定
と
支
給
、
母
子
家

庭
の
相
談
、
指
導
な
ど
、

事
務
の
敏
速
化
や
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

市
制
で
財
政
的
に

豊
か
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
住
民
の
税
金
、

使
用
料
と
い
っ
た
負
担
に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

　

現
在
は
標
準
税
率

が
市
町
村
の
区
別
な
く
一

律
と
な
っ
て
お
り
、
新
た

な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
面
で
は
、
基
準
財

政
需
要
額
等
が
増
え
、
財

政
規
模
が
拡
大
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　
　

広
域
化
問
題
を
問
う

　

県
か
ら
示
さ
れ
た

「
国
民
健
康
保
険
広
域
化
支

援
方
針
」で
は
都
道
府
県
単

位
に
し
て
一
層
の
滞
納
処

分
促
進
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

現
在
の
対
策
を
継

続
し
徹
底
を
図
り
、
収
納

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
基
準
作
成

等
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

住
民
に
と
っ
て
は

身
近
な
窓
口
閉
鎖
な
ど
負

担
と
犠
牲
を
強
い
る
も
の

と
考
え
ま
す
が
ど
う
か
。

　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
議

論
さ
れ
て
い
る
段
階
で
ど

う
影
響
が
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

空
き
家
は
、
自
然
災

害
に
よ
る
倒
壊
、
害
虫
の
発

生
や
犯
罪
の
温
床
に
な
る

等
の
危
険
性
が
あ
り
、
所
有

者
に
適
正
な
管
理
を
義
務

付
け
る
条
例
を
制
定
す
べ

き
で
は
。

　

村
に
は
、
空
き
家
や

雑
草
、枝
の
伸
び
過
ぎ
な
ど

財
産
管
理
不
備
の
改
善
要

望
が
多
く
あ
り
ま
す
。　

　

法
律
は
、
個
人
の
財
産

権
が
強
力
に
保
障
さ
れ
る
一

方
、権
利
と
表
裏
一
体
の
管

理
は
、民
法
で
一
部
の
具
体

事
例
を
除
き
、明
確
な
規
定

が
あ
り
ま
せ
ん
。
村
は「
未

使
用
地
及
び
そ
の
周
辺
の

環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
」

を
基
に
、住
民
の
生
活
環
境

の
維
持
に
行
政
と
し
て
可

能
な
範
囲
で
対
応
し
ま
す
。

「
買
い
物
弱
者
」対
策
は

　
「
買
い
物
弱
者
」と
言

わ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
世
帯
の
方
々
に
対
す
る

対
策
は
。

　

滝
沢
村
商
工
会
が
主

体
と
な
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
本
村
の
限
定
商
品
を

予
約
し
て
購
入
で
き
る
、サ

イ
ト「
み
ん
な
の
チ
ラ
シ
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
は
、こ
の
サ
イ
ト
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
協

力
し
、同
種
の
サ
ー
ビ
ス
に

対
し
今
後
の
支
援
を
検
討

し
ま
す
。

　

ま
た
、村
内
全
域
に
敷
設

さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

を
活
用
し
た「
一
般
I
C
T

サ
ー
ビ
ス
」、
福
祉
部
門
に

着
目
し
た「
高
齢
者
・
障
が

い
者
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
」、

産
業
部
門
に
着
目
し
た「
商

工
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
」な
ど

に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討

し
ま
す
。

が
ん
の
予
防
対
策
は

　

23
年
度
の「
子
宮
頸

が
ん
」「
ヒ
ブ（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
b
型
）」「
小
児
用
肺

炎
球
菌
」ワ
ク
チ
ン
の
対
象

年
齢
と
人
数
、ま
た
健
康
診

査
に「
前
立
腺
が
ん
」を
加

え
る
考
え
は
。

　

対
象
は
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
中
学

１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

の
女
子
２
,
２
４
６
人
、ヒ

ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
、生
後
2
か
月
か

ら
5
歳
未
満
の
２,
０
４
１

人
で
す
。

　
「
前
立
腺
が
ん
」の
健
診

は
希
望
す
る
方
が
受
診
で

き
る
よ
う
、23
年
度
は
50
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、血
液

検
査
の
費
用
は
自
己
負
担

で
、試
験
的
に
集
団
検
診
と

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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市
制
移
行
の
メ
リ
ッ
ト

　
　
　
　
　

デ
メ
リ
ッ
ト
は

「
空
き
家
の
適
正
管
理
条
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　

作
成
を

権
限
移
譲
に
よ
り
事
務
の

　

敏
速
化
と
利
便
性
を
図
れ
る

「
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
対
応
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